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　農水省牛乳乳製品課は６月２６日付で都道府県指定団体に暑熱対策の徹底を求める通知を
発出しました。
　日本酪農乳業協会(Ｊミルク)は、平成19年度上期(４～９月)の生乳・牛乳乳製品の需給見
通しを発表し、それによると生乳最需要期となる９月期の北海道から都府県への生乳移入必
要量は前年比2.1％増の５万6000トンとなるが、猛暑による天候次第では必要量が増加する
と指摘されており、生産者の早めの暑熱対策や需要期生産に取り組む事が求められております。
　まだまだ残暑がきびしいですが、暑熱対策を徹底し安定生産に努めましょう。
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　8月 4 日幌呂農村環境改善センターにて「第 7回 祭り
in ほろろ」が開催されました。今年で 7回目となりまし
たこのお祭りですが、当日は残念ながら台風の影響で屋
内での開催となり、準備の方も慌ただしく行われました。
関係団体などが出店したお手ごろ価格の様々な露店、ビ
ンゴゲーム大会等があり、ステージでは恒例の子供カラ
オケ大会、歌手大地はじめさんと瀬川霧子さんによる歌
謡ショーも披露されました。カラオケ大会では幌呂小学
校 3年安藤理子さんと塩越愛さんが振付けをつけて歌っ
た『UFO』にたくさんの声援と手拍子が集まり、会場の
テンションも高まりました。

祭り in ほろろ 開催

カメラ

アングル
今月のカメラアングルは、家
畜共進会の模様などをお届け
します。

順位 名号 毛色 生年月日 体高 胸囲 菅囲 地区名 出品者氏名

2部　（１歳・雌）

２等４席 藤 音 姫 青毛 18．3．1 165 200 23.5 音別町 小野田　喜　一

３部　（２歳・雌）

２等１席 栄　 翔 芦毛 17．2．9 177 231 25.5 白糠町 松　野　　　穣

４部　（３歳以上雌・子付）

１等１席 星　 藤 栗毛 10．5．14 173 230 26.0 音別町 佐　藤　一　幸

２等１席 富　 姫 鹿毛 5．3．27 171 235 25.0 音別町 小野田　喜　一

５部　（３歳以上雌）

２等１席 第二姫桜 鹿毛 16．4．21 173 221 25.5 白糠町 小　川　佑　治
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７
月
23
日
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
に
て
、
第
99
回
釧
路
種
馬
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
前
号
で
表
紙
を
飾
っ
た
音
別
地
区
佐
藤
一
幸
氏
出
品
の

星
藤
号
が
見
事
最
高
位
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
十
勝
牧
場
改

良
技
術
専
門
役
の

岡　

明
男
氏
が
審

査
を
担
当
し
、
午

前
中
は
個
体
審

査
、
午
後
か
ら
は

比
較
審
査
が
あ

り
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ

丹
頂
か
ら
は
10
頭

が
審
査
に
臨
み
ま

し
た
。
そ
の
他
の

上
位
入
賞
馬
は
別

表
の
と
お
り
で

す
。

第99回釧路種馬共進会入賞馬一覧表
○最高位賞　　星 　　 藤　　佐　藤　一　幸

音
別
地
区
佐
藤
一
幸
氏
出
品

星
藤
号
最
高
位
賞
受
賞
！



「チャレンジ ミルキング イン鶴居」
開催される

白糠町農村サマーフェスティバル
開　　催
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JAくしろ丹頂野球チーム 2連覇!
　８月５日、８月18日の両日、鶴居村営球場にて
平成19年度釧路管内JA野球大会が開催され、JA
くしろ丹頂チームを含めた管内各JA・連合会チー
ムなど計７チームが参加しトーナメント方式で戦い
ました。参議院議員選挙や天候などの事情で変則的
な日程となり、試合に臨む選手たちもモチベーショ
ンを維持するのに苦労していました。
　試合の模様は、シードで進んだ大会２日目第１試
合準決勝戦、JA浜中町チームを破ったJA阿寒チー
ムとの対戦。昨年JAくしろ丹頂チームを優勝に導
いた位下投手・西村捕手のゴールデンバッテリーと
旧JA音別町出身の若手、高野・西川両選手の活躍
で勢いに乗り７－０、コールドゲームで難なく決勝
へと駒を進めます。
　決勝戦はホクレンチーム・JAしべちゃチームを
下したJA摩周湖チームとの対戦となりました。昨
年もこのカードで決勝戦が行われ、緊迫した試合内
容でしたが、今年は２回に３点先制し、３回にも追加点をあげると完全に試合はこちらの流れとなりました。最終回
に２点を献上し完封こそ逃しましたが、JA摩周湖チームを５－２で破り、２連覇を達成しました。
　今大会の最優秀選手賞には、１試合目に二塁手、２試合目に捕手を務め、攻守にわたり要所を締めるプレーを見せ
た石動選手が輝きました。
　当日は大勢の関係者皆様からご声援を頂き、選手たちの励みとなりました。選手一同に代わり、ここに厚くお礼申
し上げます。２年連続で出場する９月の全道大会にも応援いただけますようお願いいたします。

　8月 8日、鶴居村でチャレンジ　ミルキング　イン
鶴居が開催されました。今年も鶴居村や釧路市内の小学
生が、鶴居村内で酪農作業や乳製品製造など様々な体験
をしました。
　主催は鶴居村で、農業改良普及センターの指導と農協
営農担当者の協力を得て、鶴居村あぐりねっとわーくメ
ンバーの2農場 ( 菊地孝範牧場・斉藤実稔牧場 )で酪農
体験がありました。めん羊の毛刈り体験と、アイスクリー
ム・バターの製造体験もあり、鶴居小学校4年手塚瞳
さんからは「バターに塩をまぜることがわかりました。
牛乳を入れた
ペットボトル
をふったのが
楽しかったで
す。」という感
想がよせられ
ました。

　8月 10日、白糠町旧河原小中学校にて、白糠農村サ
マーフェスティバルが開催されました。昨年までは、農協
青年部・4Hクラブなどで主催されておりましたが、今年
は、青年部が音白支部となったことから、音別地区の方々
も多数参加しての開催となりました。
　昼の部ではミニバレー大会が、夜の部では焼肉パーティ
とゲーム大会が和やかな雰囲気の中で進められました。
　ミニバレー大会では、4HクラブがAブロックで見事
優勝し、この春惜しまれながら閉校した校舎に、久しぶり
に歓声が響きました。



家畜販売市況情報

初生とく  
（9月から）

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ５００円/kg

４０kg～４４kg ４００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

乳 牛
□予想相場 （単位：千円）

種　別　

　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ４３０～３８０ ３８０～３５０

経　
　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３００　　　～　　　２５０

４ 産 ～ ５ 産 ２５０　　　～　　　２００
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紹　介紹　介
　就農した後継者・新規就農者をご紹介します。その方のプロフィール、どのようなきっかけで後継・新
規就農を決められたかなどをご紹介します。
　今回は、幌呂地区㈲協栄農場の藤澤さんです。お父さんで農場代表の常

つねゆき

行さんをはじめ、農場の皆さん
に期待されているルーキーです。

後継者
新規就農者 No.3

藤
ふじ

　澤
さわ

　　　稔
みのる

■生年月日／昭和59年5月13日

■出身地／鶴居村幌呂

■経営規模／乳牛500頭

■就農の理由・きっかけ

　 就農する前はヘルパーをやっていましたが、ヘルパー時代の経験を活か

せる、酪農業に従事したいと思いました。

■経営目標／個体乳量10,000kg 目指したいと思います。

■理想の異性／話が合って、明るい人。

■特技／球技（バスケット）

■趣味／ギャン○ル

■両親へ一言

　 まだまだ新人ですが、新たな目標を持って頑張りたいと思いますので、

温かい目で見守ってください。



　

夏
場
は
気
温
が
高
く
、
乳
房
炎
の

原
因
菌
が
増
殖
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

乳
牛
も
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
採
食

量
や
体
力
が
低
下
し
、
乳
房
炎
に
感
染

す
る
危
険
性
が
増
え
る
時
期
と
い
え
ま

す
。

　

体
細
胞
数
の
高
い
生
乳
の
廃
棄
や
乳

房
炎
牛
の
淘
汰
な
ど
で
は
、
根
本
的
な

解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。

乳
房
炎
の
新
規
感
染
を
予
防
す
る
取
組

み
が
大
切
で
す
。

○
搾
乳
作
業
を
考
え
る

　

搾
乳
作
業
は
、
乳
房
炎
の
新
規
感
染

に
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

『
た
だ
搾
る
だ
け
』
で
は
な
く
、
作

業
の
意
味
を
理
解
し
『
目
的
を
達
成
す

る
』
こ
と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

搾
乳
作
業
の
目
的

①
搾
乳
前
の
乳
頭
を
衛
生
的
に
す

る
②
搾
乳
刺
激
を
与
え
泌
乳
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
を
促
す

③
搾
乳
中
に
乳
頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

を
最
小
限
に
す
る

④
搾
乳
後
の
乳
頭
を
保
護
す
る

　

『
生
乳
の
衛
生
管

理
手
帳
』
（
ホ
ク
レ

ン
）に
は
、
現
在
推
奨

さ
れ
て
い
る
搾
乳
手

法
が
載
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）
。
そ
の
中
で

特
に
重
要
な
点
を
説

明
し
ま
す
。

　
○
泌
乳
ホ
ル
モ
ン
を

意
識
す
る

　

前
搾
り
な
ど
の
搾

乳
刺
激
を
受
け
る

と
、
泌
乳
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

こ
の
、
牛
の
積
極
的

な
協
力
に
よ
っ
て
乳

腺
胞
の
収
縮
が
お
こ

り
、
ス
ム
ー
ズ
に
搾

り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

搾
乳
作
業
は
、
牛
を
痛
が
ら
せ
ず
、

怖
が
ら
せ
ず
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ

と
を
心
が
け
ま
す
。

　
○
乳
頭
を
衛
生
的
に
す
る

　

乳
頭
清
拭
作
業
は
２
つ
の
目
的
が
あ

り
ま
す
。

乳
頭
清
拭
作
業
の
目
的

①
乳
頭
表
面
の
汚
れ
を
取
る

①
乳
頭
表
面
の
菌
数
を
減
ら
す

　

ま
ず
、
清
潔
な
タ
オ
ル
を
搾
乳
頭
数

よ
り
多
目
に
準
備
し
て
お
き
ま
す
。
乳

頭
一
本
ご
と
に
タ
オ
ル
の
場
所
を
変
え

な
が
ら
、
軽
く
ね
じ
る
よ
う
に
拭
き
ま

す
。
乳
頭
の
先
端
は
、
特
に
丁
寧
に
拭

き
ま
し
ょ
う
。

　

使
用
後
の
タ
オ
ル
は
、
必
ず
洗
剤

で
洗
濯
し
ま
す
。
次
の
搾
乳
ま
で
の
間

に
雑
菌
が
繁
殖
し
な
い
よ
う
に
、
専
用

の
除
菌
剤
入
り
洗
剤
な
ど
を
利
用
す
る

か
、
タ
オ
ル
を
毎
回
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

○
搾
乳
は
気
持
ち
良
い

　

搾
乳
は
、
牛
に
と
っ
て
気
持
ち
の
良

い
も
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

　

『
牛
が
搾
乳
を
嫌
が
る
』

　

『
乳
頭
が
荒
れ
て
い
る
』

　

『
搾
乳
時
間
が
長
い
』

　

と
い
っ
た
状
態
が
み
ら
れ
た
な
ら
、

搾
乳
が
不
快
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
普
及
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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普及センターだより 釧路農業改良普及センター  釧路中西部支所

乳
房
炎
の　
　
　
　
　

　
　
　

新
規
感
染
予
防
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理　事　会　報　告

7月定例理事会
平成19年７月27日（金）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．全国監査機構監査の実施概要について
４．６月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
付議事項 
議案第１号　監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　森林事業に係る事業委託契約の締結について
議案第３号　固定資産（石油備蓄施設）の処分について
議案第４号　給与規程別表の一部変更について
議案第５号　資産査定要領等の一部変更について

その他協議事項 
１．その他

■平成19年度　生乳生産実績（7月）

月計乳量（kg） ６月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,398,180.4 102.8 33,630,949.2 102.2

（ 鶴 居 地 区 ） 2,699,116.7 107.4 10,613,329.3 103.8

（ 幌 呂 地 区 ） 2,217,855.4 103.8 8,991,332.2 104.4

（ 白 糠 地 区 ） 2,033,069.3 101.2 8,207,392.4 101.2

（ 音 別 地 区 ） 1,448,139.0 96.0 5,818,895.3 97.4

管 内 計 45,207,120.9 101.0 178,692,475.1 100.9

（平成 18 年度管内計） 44,748,253.5 177,071,260.8

■ ７月は日本列島の広範囲で４年ぶりの低温となりましたが、８月以降は猛暑となり、16 日には岐阜県多
治見市・埼玉県熊谷市で観測史上最高の 40.9℃を観測しました。４月１日付けで気象庁が予報用語の改正
を行い、35℃以上あった日のことを「猛暑日」と新たに定義した矢先の出来事です。冷涼な釧路地方でも
何日かはこの猛暑を体感し、家畜・家禽には日射病・熱射病の被害が広がり言葉で訴えることが出来ない
家畜には、改めて暑熱対策が重要と思いました。

代　表　取　締　役
高　橋　達　雄

鶴居共同農林株式会社　組織機構図

常　務　取　締　役
小　村　今日介

車　輌　整　備　課
課長　小野寺正幸

整　備　係

係長　鶉橋　光海
　　　山形　友行

総　　務　　課
課長　工藤　恒次

整　備　係

係長　菊池久美子

幌呂整備工場
工場長　川島　淳

整　備　係

係長　片淵　幸雄
　　　阿部　義隆

高橋　達雄
對木　範誉
斉藤　　滋
大和田克清

大硲　理男
小村今日介

松井　俊治
梶原　英光

取
締
役
監
査
役

※

※
※ ※

※はＪＡくしろ丹頂から出向


